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ブレーメンの町楽隊  
グリム兄弟 

訳 楠⼭正雄 

 

主⼈
しゅじん

もちのろばがありました。もうなが年
ねん

、こんきよく、おもたい 袋
ふくろ

をせなかにのせて、

粉ひき所
こ な     じ ょ

へかよっていました。さて、年
とし

をとって、だんだんからだがいうことをきかなくなり、

さすがにこのうえ追い
お  

つかうのがむりだとわかると、主⼈
しゅじん

は、ここらでろばのかいぶちをやめた

ものか、と考えだしました
かんが                    

。ところで、ろばは、さっそくに、こりゃ、ろくなことではないとさ 

とって、逃げだして
に     

、ブレーメンの町
まち

をめあてに、とことこ出かけました
で      

。そこへ⾏ったら
い     

、町
まち

の

楽隊
がくたい

にやとってもらえようという胸算⽤
むなざんよう

でした。 

しばらくあるくうちに、往来
おうらい

に⼀
いっ

ぴき、りょう⽝
けん

が、だるそうにころがって、⼝
くち

ばかりあけて、

はっは、はっは、あえいでいるのに出
で

あいました。それはさんざん野⼭
の や ま

をかけあるいて、へとへ

とになっているというようすでした。 

「おい、すたこら⼤ 将
たいしょう

、なにをあっぷ、あっぷいっている。」と、ろばは声
こえ

をかけました。 

「いやはや、きいてくれ、こういうわけだ。」と、⽝
いぬ

はいいました。「なにしろ年
とし

はとる、いくじ

がなくなる、おいらもむかしのげんきで猟場
りょうば

をかけあるくわけにはいかない。主⼈
しゅじん

は、それなら

いっそ、たたき殺
ころ

してしまえということになった。あわてて逃
に

げだしたというわけだが、さて、

この先
さき

どうしてパンにありつくか、じつはかんがえているところだよ。」 

「ところで 話
はなし

だが、おいら、これからブレーメンの町
まち

へ出かけて
で     

、町
まち

の楽隊
がくたい

にやとってもらお

うとおもうんだ、どうだ、おめえ、いっしょに⾏
い

って、いちばん、⾳楽
おんがく

でめしをくう気
き

はないか。

おいらリュウトをひくから、おめえ、カンカラ太⿎
だ い こ

をたたくがいい。」 

 りょう⽝
けん

は、うん、よかろうというので、いっしょに出
で

かけました。 

* * * 
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 それからあまり⾏かない
い    

うちに、ねこが⼀
いっ

ぴき、往来
おうらい

にすわりこんだまま、それこそ三⽇
み っ か

も 

⾬
あめ

をくったような顔
かお

をしていました。 

「やあ、どうしたい、床屋
と こ や

の親⽅
おやかた

、どうやらおひげの⼿⼊
て い れ

どころではないという顔
かお

つきだが。」

と、ろばはいいました。 

「いのちとかえがけというところだ。けいきのいい顔
かお

をしてもいられまい。なにしろ年
とし

をとって

来
き

てね、⻭
は

はばくばくになる、ねずみのやつをおいまわすよりか、ろばたで⾹箱
こ ば こ

つくって、ごろ

にゃん、ごろにゃん、のどをならしていたくなるさ。そこで、主⼈
しゅじん

のかみさんが、いっそ⽔
みず

に 

はめておしまいよといいだした。そうされないうちに、とびだしては来
き

たが、さていい思案
し あ ん

はな

いしさ、いったいどこへどう⾏
い

ったものかと、あぐねているのだよ。」と、ねこはいいました。 

「おれたちとなかまで、ブレーメンの町
まち

へ⾏
い

けよ。おまえさんは、夜
よる

の⾳楽
おんがく

ならお⼿
て

のものだろ

う、町
まち

の楽隊
がくたい

につかってもらえるぜ。」と、ろばはいいました。 

 ねこは、さっそくさんせいして、いっしょに出
で

かけました。 

 やがて、三⼈組
さんにんぐみ

の脱⾛者
だっそうしゃ

は、とある屋敷
や し き

内
ない

に来
き

かかりました。⾨
もん

の上
うえ

に、その家
いえ

のおんどりが

のっていて、ありったけの声
こえ

をふりしぼって、さけび⽴てて
た   

いました。 

「おい、⾻
ほね

のしんまで、じいんとくるような声
こえ

を出す
だ  

なあ。どうかしたのかい。」 

と、ろばはいいました。 

「なあに、あしたはいいお天気
 て ん き

ですよって、知らせ
し   

てやっているところだよ。」と、おんどりは

いいました。 

「なにしろ、けっこうなお聖⺟
せ い ぼ

さまの⽇
ひ

だ、おちいさいキリストさまの下着
し た ぎ

の、おせんたくして、

ほしなすった⽇
ひ

だ。ところが、そのあしたの⽇曜⽇
に ち よ う び

に、お客
 きゃく

があるというんで、ここのおかみさ

んが、なさけ知らず
し   

にもほどがあらあ、⼥ 中
じょちゅう

の 話
はなし

だがね、それで、あすはおいらをスープにして

たべっちまうってんでね、こん晩
ばん

、さっそく、⾸
くび

をチョン切れ
ぎ  

といいつかったとよ。だから、 

せめて声
こえ

のだせるうちとおもって、おいら、のどのやぶれるほどわめき⽴
た

てているんだよ。」 

「やれやれ、なんということだい、⾚ずきん
あ か     

、おれたちといっしょに⾏く
い  

がいいよ。ブレーメン

の町
まち

へ出かける
で    

ところだ。ころされて死ぬ
し  

くらいなら、すこしは気
き

のきいた 所
ところ

が、どこへ⾏った
い   

ってあろうじゃないか。おめえはいい声
こえ

しているから、なかまになって⾳楽
おんがく

をながしてあるけ、

いっぱしかせげるぞ。」と、ろばはいいました。 
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 この申し出
も う  で

は、しごくおんどりの気に⼊りました
き  い     

。そこで、こんどは四⼈
よ に ん

つれだって出
で

かける

ことになりました。 

* * * 
 ところで、ブレーメンまでは、なかなか⼀⽇

いちにち
では⾏けません

い     
。そのうち⽇

ひ
がくれたので、森

もり
の

中
なか

へはいって、そこでひとばんあかすことにしました。 

 まず、ろばと⽝
いぬ

とは、⼀本
いっぽん

の⽊
き

の下
した

にごろりと横
よこ

になりました。ねことおんどりとは、⽊
き

の枝
えだ

の上
うえ

にやすみました。ところで、おんどりはわざわざこずえの先
さき

まで⾏
い

ってとまりましたが、 

これが、いちばんの安全
あんぜん

な場所
ば し ょ

であったのです。さてねようとするまえ、このおんどりはもうい

ちど、東⻄南北
とうざいなんぼく

、⾵
かぜ

のふく⽅⾓
ほうがく

がどこかとながめまわしたとき、ふと、むこうに、ちらちら⽕
ひ

ら

しいものがみえたので、なかまに声
こえ

をかけて、どうしても、そうとおくないところに家
いえ

があって、

あかりがついているらしいといってしらせました。 

 ろばが、そこで、 

「じゃあおれたち、ここをひきはらって、もっと先
さき

まで⾏って
い   

みようや。どうもこの宿
やど

は上 等
じょうとう

と

はいかないから。」と、いいますと、⽝
いぬ

もそこへ⾏ったら
い    

、⾻
ほね

の⼀
いち

、⼆本
に ほ ん

、ことによると⾁
にく

の ⾹
かおり

ぐらいかげようかとおもって、さっそくさんせいしました。 

 こういうしだいで、四⼈組
よんにんぐみ

は、そのあかりのさしている⽅⾓
ほうがく

にむかって、出
で

かけました。する

うち、あかりはずんずんはっきりしてきて、ぱあっとてりだしたとおもうと、そこはどろぼうの

家
いえ

で、中
なか

にはこうこうと灯
ひ

がともっていました。 

 ろばは、なかまでいちばんのせいたかのっぽなので、窓
まど

のところまで⾏って
い   

、中
なか

をのぞいてみ

ました。 

「親⽅
おやかた

、なにかあったかね。」と、おんどりはたずねました。 

「どうして、あったかどころのさわぎじゃないぞ。」と、ろばはこたえました。「ちゃんとテーブ

ルごしらえがしてあって、けっこうなごちそうと、のみものが、⼭
やま

とならんでいるよ。どろぼう

ども、てんでに、はちきれそうな顔
かお

で、よろしくやってるところさ。」 

「そいつをものにしようじゃないか。」と、おんどりはいいました。 

「うん、うん、どうしたってわりこまなきゃあな。」と、ろばはいいました。 
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 そこで、まず、どろぼうどもを追
お

っぱらうには、どうすればいいかと、四⼈組
よんにんぐみ

の動物
どうぶつ

は、相談
そうだん

をはじめましたが、やがていいくふうがみつかりました。 

* * * 
 ろばは、前⾜

まえあし
を窓

まど
にのせることになりました。⽝

いぬ
は、ろばのせなかにとびあがることにしまし

た。ねこは⽝
いぬ

のせなかによじのぼることにしました。おしまいに、おんどりが、ばさばさととび

あがって、ねこの 頭
あたま

の上
うえ

にのっかりました。いよいよしたくができあがると、⼀
いち

、⼆
に

、三
さん

のあい

ずで、四
よ

にん組
ぐみ

はいっせいに、⾳楽
おんがく

をやりだしました。ろばはひひんとわめきました。⽝
いぬ

はわん

わんほえたてました。ねこはにゃおんとなきました。おんどりはこけこっこうと、ときをつくり

ました。とたんに、まどをつきやぶって、⼀同
いちどう

へやの中
なか

へとびこみました、がらん、がらん、 

がらん、⾳
おと

をたててガラスはこわれました。 

 どろぼうどもは、びっくりぎょうてん、きゃあとさけび声
こえ

をあげてとびあがりました。たいへ

んな怪物
かいぶつ

がとびこんで来た
き  

、そうとよりしか考えません
かんが       

。もうすっかりおびえきって、てんでに、

あたまをかかえて、そとの森
もり

の中
なか

へ、にげだして⾏
い

きました。 

 そこで、四⼈組
よ に ん ぐ み

は、ゆうゆうテーブルにつきました。ごちそうは、のこりものでも、がまん 

することにして、それでも、これからあと四週間
よんしゅうかん

ぐらい断⾷
だんじき

してもいいといういきおいで、 

つめこめるだけ、たらふくつめこみました。 

 さて、四⼈組
よ に ん ぐ み

の楽隊
がくたい

なかまは、おなかができると、あかりをけして、めいめいのうまれつきと

すきずきにまかせて、いいぐあいの寝床
ね ど こ

をさがして休
やす

みました。ろばはそとのつみごえの上
うえ

に 

ねました。⽝
いぬ

は⼾
と

のかげにねました。ねこはへっついの上
うえ

で、灰
はい

のぬくみをさがしてねました。

おんどりは、とまり⽊
き

のかわりに、屋根
や ね

うらのはりの上
うえ

にのりました。なにしろ、みんな遠道
とおみち

を

して来
き

て、くたびれていましたから、もうさっそくに、ぐっすりねつきました。 

 真夜中
ま よ な か

をすぎたときに、どろぼうどもが、とおくからみますと、うちの中
なか

にはあかりがともっ

ていず、中
なか

はひっそりかんと、しずまりかえっているようでした。 

「どうもおれたち、おどかされて、にげだしたといわれちゃあ、がまんできないぞ。」 

 おかしらはこういって、ひとり⼿下
て し た

にいいつけて、ようすをみせにやりました。 

* * * 



5 
フジテレビおうち応援プロジェクト「デジタル紙芝居」 

 さて、いいつかった⼿下
て し た

がはいってみると、家
いえ

の中
なか

はどこもひっそりしていました。そこであか

りをつけてみようとおもって、台 所
だいどころ

へ⾏
い

きました。すると、やみに光
ひか

っているねこの⽬
め

だまを炭⽕
す み び

とまちがえて、いきなりマッチをつっこみました。ところが、ねこのほうは、おやすいご⽤
  よう

とうけ

てはくれず、ううう、とたけりながら、顔
かお

にとびついて、めったらやたらに引
ひ

っかきました。 

 いやはや、おどろいたのなんの、⼿下
て し た

のどろぼうは、したたかにやられて、びっくり、はいも

う、うらの⼾⼝
と ぐ ち

から逃
に

げだそうとしますと、そこにねていた⽝
いぬ

が、とびあがって、むこうずねに

かみつきました。そこで、庭
にわ

へかけだして、つみごえのそばをかけぬけようとしますと、ろばが

あと⾜
あし

でしたたかに、けとばしました。すると、このさわぎで⽬
め

をさまさせられためんどりが、

はりの上
うえ

から、はしゃぎきって、ひと声
こえ

、キケリッキー、とどなりました。 

 どろぼうは、いのちからがら、⾜
あし

にまかせてにげだして、おかしらの 所
ところ

へかえりました。そう

してこういいました。 

「どうもはや、たいへん、あの家
いえ

には、すごい魔物
ま も の

がはいりこんでいて、いきなり、きみわるく、

ふうう、と息
いき

をふっかけて、ながい指
ゆび

で顔
かお

をひっかきました。それから、⼾
と

の前
まえ

にはひとり、 男
おとこ

が待ち
ま  

ぶせていて、⼩⼑
こがたな

をすねにつきたてました。庭
にわ

へ出
で

ると、なんともえたいの知れない
し    

、まっ⿊
    くろ

なばけものが⽴っていて、こんぼうをふっるて、したたかなぐりつけました。その上
うえ

、たかい 所
ところ

には、ちゃんと裁判官
さいばんかん

がひかえていまして、さあ、そのわるもの、ここへつれて来
こ

い、とどなり

ました。いやもう、さんざんのていたらくで、まっくらさんぼう逃げて
に   

来
き

ました。」 

 それからは、どろぼうどもも、こりて、⼆
に

どとふたたび、この家
いえ

にはいろうとはしませんでし

た。ところで、ブレーメンの楽隊
がくたい

なかま四⼈組
よ に ん ぐ み

も、ひどく、ここが気に⼊
き  い

ったので、それなりもう

よそへ出て
で  

⾏
い

こうとはしませんでした。 

 さて、これまで申
もう

したことは、ついこないだ、それこそ湯気
ゆ げ

の⽴つ
た  

ほやほやの⼝
くち

からきいたお

話
はなし

ですよ。 
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